
古野電気、コト売りビジネスへの転換に向けて船舶の DX を
推進。船の位置をモニタリングする『イチダケ 30』を 5 か月
でリリース

古野電気株式会社

ビジネスの課題：データビジネスを新たな事
業の柱にする戦略投資の強化を決定

海運業界では近年、デジタル技術を活用し
た運航状況や船内外ナビゲーション、船舶
機関システムの可視化が急激に加速してい
ます。古野電気においても、船舶の自動運航
やリモート管理に向けてさまざまなソ
リューションを開発しています。なかでも 
2017 年にリリースした本船データ収集プ
ラットフォーム『フルノオープンプラット
フォーム（FOP）』は、航海に関する情報や船
舶のデータを一括して収集し、船内と陸上
のオフィス間を連携することで、運行状況の
把握や保船業務の効率化に貢献しています。
同社は 2018 年に 2030 年までに目指す経
営ビジョン『FURUNO GLOBAL VISION 
“NAVI NEXT 2030”』を策定。機器販売事
業に加えて、データビジネスを新たな事業
の柱にする戦略投資の強化を進めていま
す。2023 年 1 月には IT 部が中心となっ
て『データ推進ビジネス協議会』を立ち上げ
ました。
データを活用した“コト売り”ビジネスの拡
大を目指す同社の戦略を象徴するサービス
が、2023 年 1 月にリリースした『イチダ
ケ 30』です。これは、漁船、商船、観光船、プ
レジャーボートなど小型船向けのモニタリ
ングに特化したクラウドサービスで、30 分
単位で船舶の位置情報を取得し、衛星通信
を介して陸上と共有します。サービス利用
者は、Web ビューアによって世界中どこの
海上にいてもスマートフォンやパソコンから
位置情報や航跡を把握することができます。

「当社には本船データ収集プラットフォー
ムの『FOP』がありますが、小型船舶や最小
限のリモート管理を実現したいお客様に
とって、『FOP』は導入のハードルが高いも
のになっていました。そこで、簡単かつ安価
に位置情報を把握できるサービスとして
『イチダケ 30』を企画しました。元々はエ
ンジニアの一人が、ヨットレース向けに開
発したものです。これが評判を呼んでヨッ
トで太平洋を横断する挑戦者から当社に声
がかかり、そこでの実績を受けて商品化に
至りました」と舶用機器事業部 デジタライ
ゼーション推進部 企画開発課（以下、同課） 
課長の小嶋達也氏は語ります。
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

ソリューション：船の位置をモニタリングする
『イチダケ 30』をサーバーレスで構築

『イチダケ 30』の開発にあたり、同社はサー
ビスのプラットフォームに AWS を採用し
ました。同課 主任の住田翔太氏は次のよう
に語ります。
「『イチダケ 30』は、『FOP』の技術を活用し
て開発しました。『FOP』のプラットフォー
ムは当初から AWS を採用しているため、
『イチダケ 30』では、AWS 以外の選択肢は
ありませんでした。『FOP』開発時に AWS 
を採用した理由は、クラウドならではの拡
張性や他サービスとの連携容易性に加え
て、情報量の多さと扱いやすさです」
開発は 2022 年 1 月から検討を開始し、
コンセプト開発、最低限の機能を備えた
MVP（Minimum Viable Product）版の開
発などを経て、同年 6 月から本格的に着

概要：舶用電子機器の総合メーカーとして、グローバルに事業を展開する古野電気
株式会社。2030 年までの経営ビジョンで、データを活用した“コト売り”ビジネスの拡
大を目指す同社は、全社のデータプラットフォームにアマゾン ウェブ サービス（AWS）
を採用。船の位置情報をモニタリングするサービス『イチダケ 30』を 5 か月でリリー
スしました。現在も AWS を活用しながら、新たなデータビジネスの立ち上げに取り組
んでいます。

手。5 か月後の 11 月に製品版が完成し、
“1 並び”の 2023 年 1 月 11 日から提供
を開始しました。
開発は内製で進め、AWS のサービスは
サーバーレスアーキテクチャを積極的に採
用しています。今後の顧客増加で発生する
システム変更作業をできる限りシンプルに
するため、AWS CloudFormation で AWS 
環境をテンプレート化し、プログラムの
コード変更が不要になるように工夫してい
ます。また、システムトラブルが発生した際
に調査および復旧が容易にできるよう、機
器から取得したデータだけでなくシステム
ログのデータなども含めて  Amazon 
Simple Storage Service(Amazon S3) 
にバックアップしています。
開発工程について同課 システムエンジニ
アの豊田雄介氏は次のように語ります。
「『イチダケ 30』では、私たちが開発と運用
を兼ねることになるため、開発者の運用負
荷軽減を意識して設計しました。『FOP』を
ベースにシンプルなアーキテクチャを目指
したこともあり、システム開発の負担は少
なく、端末や通信機器の評価やオンライン
ストアの契約作業などに時間を割くことが
できました」
最小構成で立ち上げた『イチダケ 30』は、
リリース後もアジャイル開発で 4 か月に 
1 回の頻度で機能追加や改善を重ねていま
す。同課のシステムエンジニアで、新卒入社 
2 年目の尾崎洸人氏は「取得した位置情報
を活用し船の入港時や、指定エリア通過時
にメール通知する機能を開発しました。こ
の機能は好評でしたので、2023 年秋に 
LINE 通知機能をリリースしました。また、
より詳細に位置を把握したいというニーズ
に応え、30 分周期に加え 5 分周期のデー
タを収集する機能の提供を開始しました」
と話します。
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

導入効果：社内にアジャイル開発のノウハウ
が浸透、データビジネスを本格スタート

2023 年 1 月のリリース後、『イチダケ
30』は順調にユーザーを獲得しており、同
課では 2023 年度で 200 隻の導入を見

込んでいます。予算を抑えながらわずか 5 
か月で新たなサブスクリプション型ビジネ
スを立ち上げた今回のプロジェクトは、社
内からも多くの反響が寄せられました。「舶
用事業は重厚長大型の産業で、長時間をか
けて品質の高い製品を開発するのが当たり
前となっています。その中で、5 か月で新
サービスをリリースしたことで社内から注
目を集め、他の開発チームからプロジェク
トについてヒアリングを受ける機会があり
ました。シンプルな機能を実装したサービ
スを、いち早くリリースすることのメリッ
トを社内に認知してもらえたことは、デー
タビジネスの推進に向けて好影響を与えら
れたと自負しています」（小嶋氏）
開発メンバーもプロジェクトを通して、ク
ラウドのメリットを改めて実感することに
なりました。住田氏は「やりたいことがすぐ
にできる、試して効果検証ができる点があ
りがたく、私たちの開発スタイルにあって
いると思います」と語り、豊田氏も「開発環
境の維持やコード化による再現性の高さや
トレーサビリティにメリットを感じていま
す」と語ります。
『イチダケ 30』は、今後も継続しての機能
強化を続けていく方針です。現在は、Web 
ビューアの機能の拡張、他の製品との連携、
位置情報の 2 次活用などを計画しています。
一方、古野電気全体のデータビジネスの推
進に向けて、2023 年 1 月より AWS プロ
フェッショナルサービスのメンバーが同社
のデータ推進ビジネス協議会に参画し、
AWS に関する情報提供やアーキテクチャ
レビューを実施しています。全社共通デー
タプラットフォームの構築に向けた取り組
みも本格的にスタートし、各事業部から数
人単位でメンバーを集め、あるべき姿のデ
ザインや、アーキテクチャの策定を進めて
います。
IT 部 部長の峯川和久氏はこれからの展望
と期待を次のように語ります。「海洋のデー
タビジネスはまだ端緒についたばかりであ
り、さまざまな可能性との遭遇を期待して
います。その可能性のビジネス化にむけて、
今後も技術面ビジネス面ともに AWS と連
携していきたいと考えています」

導入効果
● 5 か月：データ活用サービスの開発期
間

● 4 か月に 1 回：アジャイル開発による
機能改善サイクル

● データビジネスの立ち上げ（コト売りビ
ジネスの拡大）

● 社内の開発文化への影響

ご利用中の主なサービス
● Amazon Elastic Compute Cloud

(Amazon EC2)
● AWS Lambda
● Amazon S3
● AWS CloudFormation

企業名：古野電気株式会社
業種：製造業
国名：日本
従業員数：3,310 名（連結）、1,794 名
（単独）
ウェブサイト：
https://www.furuno.co.jp/
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ています」

峯川 和久 氏
古野電気株式会社　IT 部　部長
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企業概要
古野電気株式会社
1948 年に世界で初めて魚群探知機の
実用化に成功し、1951 年に水産電気工
業株式会社として設立。現在、漁船をはじ
め、大型商船や官公庁船、プレジャーボー
トなど、広範囲にわたる顧客に舶用電子
機器を提供するほか、船舶用電子機器で
培った技術をもとに、ヘルスケア、GPS、
無線 LAN、気象観測、防災、監視など産
業用電子機器の開発・製造・販売を手が
けている。


